始 末 書

　私は、このたび社用車を損傷してしまいました。まことに申し訳ございません。
　令和◯○年◯○月○○日、午後五時頃、業務で社用車を運転中、中野区江古田◯丁目にて対向車と離合する際に左のドアミラーを擦ってしまいました。予定よりも帰社が遅れそうなことに焦り、渋滞を回避すべく初めての道に侵入した結果、狭小路の上に道幅に不慣れなせいで社用車を傷つけてしまいました。平素から渋滞の際に車載ナビの地図を頼りに初めての道に侵入する行為を日常的に致しており、自分の勘を過信し過ぎていた点もあると反省いたしております。
[bookmark: _GoBack]幸い損傷箇所は左のドアミラーのみでした。破損部分については、現在総務部を通じて修理を依頼しておりますが、今後はこうした事故を再び起こすことが無いよう、ふだんから安全運転を心がけます。また、渋滞や不測の事態の可能性も踏まえ、常に時間に余裕を持って行動するようにしたいと存じます。この度の件では会社に多大なご迷惑をおかけしましたこと、心からお詫び申し上げます。 
　二度と同じ過ちを繰り返さない証しとして本書を提出いたします。申し訳ございませんでした。
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